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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月8日(2017.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｒａｓ関連腫瘍による脂質捕捉を阻害することによって、Ｒａｓ関連がんを処置するた
めの栄養サプリメントであって、目的の細胞または腫瘍にとって好適な捕捉脂質ではない
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脂質を含有する、栄養サプリメント。
【請求項２】
　環境からの好適な捕捉脂質が制限されることをさらに特徴とする、請求項１に記載の栄
養サプリメント。
【請求項３】
　前記好適な捕捉脂質が、多価不飽和脂質であるか、またはそれを含む、請求項２に記載
の栄養サプリメント。
【請求項４】
　前記好適な捕捉脂質が、リン脂質であるか、またはそれを含む、請求項２に記載の栄養
サプリメント。
【請求項５】
　前記好適な捕捉脂質が、リゾリン脂質であるか、またはそれを含む、請求項３に記載の
栄養サプリメント。
【請求項６】
　前記好適な捕捉脂質が、ホスファチジルグリセロール脂質であるか、またはそれを含む
、請求項２に記載の栄養サプリメント。
【請求項７】
　前記好適な捕捉脂質が、より高い不飽和度の脂肪酸であるか、またはそれを含む、請求
項２に記載の栄養サプリメント。
【請求項８】
　前記好適な捕捉脂質が、より長い炭素鎖であるか、またはそれを含む、請求項２に記載
の栄養サプリメント。
【請求項９】
　腫瘍関連性Ｒａｓ変異体タンパク質、該変異体をコードする核酸および／または相補的
な核酸を、脂質生合成阻害剤を用いる治療に対する応答性の見込みに基づき腫瘍を分類す
る指標として使用する方法であって、該腫瘍関連性Ｒａｓ変異体タンパク質、該変異体を
コードする該核酸および／または該相補的な核酸の存在またはレベルを検出することを含
む、方法。
【請求項１０】
　薬剤の効果を、がんの処置に有用な薬剤を同定し、かつ／または特徴付ける指標として
使用する方法であって、脂質捕捉に対する該薬剤の効果を、適切な対照と比較して決定す
ることを含む、方法。
【請求項１１】
　脂質捕捉を阻害することが、食事による脂質摂取により制御されることを特徴とする、
請求項１に記載の栄養サプリメント。
【請求項１２】
　過剰の完全飽和した脂肪酸が消費されるように、食事による脂質摂取が制御される、請
求項１１に記載の栄養サプリメント。
【請求項１３】
　多価不飽和脂肪酸に対する飽和脂肪酸の比が、２、３、４、５、８、１０、１５、２０
、２５、３０、３５、４０、４５、または５０を超えるように、食事による脂質摂取が制
御される、請求項１１に記載の栄養サプリメント。
【請求項１４】
　０．３重量％未満の必須脂肪酸を含む脂肪酸を含む、栄養サプリメント。
【請求項１５】
　０．１重量％未満の濃度のアラキドン酸を含む、請求項１４に記載の栄養サプリメント
。
【請求項１６】
　前記栄養サプリメントの少なくとも７０重量％が脂質である、請求項１４に記載の栄養
サプリメント。
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【請求項１７】
　前記脂質が、動物源および／または植物源に由来する、請求項１４に記載の栄養サプリ
メント。
【請求項１８】
　前記脂質が、ココナツに由来する、請求項１７に記載の栄養サプリメント。
【請求項１９】
　前記脂質が、陸生動物源または酪農源に由来する、請求項１７に記載の栄養サプリメン
ト。
【請求項２０】
　タンパク質源をさらに含む、請求項１４に記載の栄養サプリメント。
【請求項２１】
　炭水化物源をさらに含む、請求項１４に記載の栄養サプリメント。
【請求項２２】
　丸剤またはカプセル剤の形態である、請求項１４に記載の栄養サプリメント。
【請求項２３】
　がんを処置するための治療食であって、過剰の飽和脂肪酸を含む治療食。
【請求項２４】
　前記過剰が、多価不飽和脂肪酸に対して１を超える飽和脂肪酸の比からなるか、または
その比を含む、請求項２３に記載の治療食。
【請求項２５】
　多価不飽和脂肪酸に対する飽和脂肪酸の前記比が、２、３、４、５、８、１０、１５、
２０、２５、３０、３５、４０、４５、または５０を超える、請求項２３に記載の治療食
。
【請求項２６】
　前記がんが、Ｒａｓ関連がんである、請求項２３に記載の治療食。
【請求項２７】
　前記Ｒａｓ駆動がんが、膵臓がん、非小細胞肺がん、結腸直腸がん、膀胱がん、腎臓が
ん、甲状腺がん、黒色腫、肝細胞癌、および血液系悪性腫瘍からなる群から選択される、
請求項２６に記載の治療食。
【請求項２８】
　前記治療食が、少なくとも２週間にわたって投与される、請求項２３に記載の治療食。
【請求項２９】
　前記治療食が、３週間、４週間、５週間、６週間、７週間、８週間、９週間、１０週間
、１１週間、１２週間、１３週間、１４週間、１５週間、１６週間、１７週間、１８週間
、１９週間、２０週間、２１週間、２２週間、２３週間、２４週間、２５週間、２６週間
の期間にわたって、または治療エンドポイントが観察されるまで投与されることを特徴と
する、請求項２８に記載の治療食。
【請求項３０】
　前記飽和脂肪酸が、動物源および／または植物源に由来する、請求項２３に記載の治療
食。
【請求項３１】
　前記飽和脂肪酸が、ココナツに由来する、請求項３０に記載の治療食。
【請求項３２】
　前記飽和脂肪酸が、陸生動物源または酪農源に由来する、請求項３０に記載の治療食。
【請求項３３】
　化学療法剤をさらに含む、請求項２３に記載の治療食。
【請求項３４】
　がんを処置するための組み合わせ物であって、
　該組み合わせ物は、がん細胞成長の１種または複数の薬理学的阻害剤と、多価不飽和脂
肪酸に対して１を超える比の飽和脂肪酸を含む治療食とを含み、
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　該がん細胞成長の１種または複数の薬理学的阻害剤は、がんの処置を必要としている患
者に投与されることを特徴とし、該患者は、該治療食を消費するように指示されることを
特徴とする、
組み合わせ物。
【請求項３５】
　化学療法と共に投与されることを特徴とする、請求項１に記載の栄養サプリメント。
【請求項３６】
　がんを処置するための組み合わせ物であって、
　該組み合わせ物は、がん細胞成長の１種または複数の薬理学的阻害剤と、請求項１４に
記載の栄養サプリメントを含む治療食とを含み、
　該がん細胞成長の１種または複数の薬理学的阻害剤は、がんの処置を必要としている患
者に投与されることを特徴とし、該患者は、請求項１４に記載の栄養サプリメントを含む
治療食を消費するように指示されることを特徴とする、
組み合わせ物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
 　本開示の他の特色および利点は、以下の詳細な記載から明らかになる。しかしこの詳
細な記載から、当業者には、本開示の精神および範囲内の様々な変更および改変が明らか
になるはずなので、詳細な記載および具体例は、本開示の好ましい実施形態を示している
ものの、単に例示的なものであることを理解されたい。
　本発明の実施形態において、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　Ｒａｓ関連腫瘍による脂質捕捉を阻害することによって、Ｒａｓ関連がんを処置する方
法。
（項目２）
　環境からの好適な捕捉脂質を制限することを含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記好適な捕捉脂質が、多価不飽和脂質であるか、またはそれを含む、項目２に記載の
方法。
（項目４）
　前記好適な捕捉脂質が、リン脂質であるか、またはそれを含む、項目２に記載の方法。
（項目５）
　前記好適な捕捉脂質が、リゾリン脂質であるか、またはそれを含む、項目３に記載の方
法。
（項目６）
　前記好適な捕捉脂質が、ホスファチジルグリセロール脂質であるか、またはそれを含む
、項目２に記載の方法。
（項目７）
　前記好適な捕捉脂質が、より高い不飽和度の脂肪酸であるか、またはそれを含む、項目
２に記載の方法。
（項目８）
　前記好適な捕捉脂質が、より長い炭素鎖であるか、またはそれを含む、項目２に記載の
方法。
（項目９）
　腫瘍関連性Ｒａｓ変異体タンパク質、該変異体をコードする核酸および／または相補的
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な核酸の存在またはレベルを検出することによって、脂質生合成阻害剤を用いる治療に対
する応答性の見込みに基づき腫瘍を分類する方法。
（項目１０）
　脂質捕捉に対する薬剤の効果を、適切な対照と比較して決定することによって、がんの
処置に有用な薬剤を同定し、かつ／または特徴付ける方法。
（項目１１）
　脂質捕捉を阻害するステップが、食事による脂質摂取を制御することを含む、項目１に
記載の方法。
（項目１２）
　過剰の完全飽和した脂肪酸が消費されるように、食事による脂質摂取が制御される、項
目１１に記載の方法。
（項目１３）
　多価不飽和脂肪酸に対する飽和脂肪酸の比が、２、３、４、５、８、１０、１５、２０
、２５、３０、３５、４０、４５、または５０を超えるように、食事による脂質摂取が制
御される、項目１１に記載の方法。
（項目１４）
　多価不飽和脂肪酸に対する飽和脂肪酸の比が、２、３、４、５、８、１０、１５、２０
、２５、３０、３５、４０、４５、または５０を超えるように、食事による脂質摂取が制
御される、項目１１に記載の方法。
（項目１５）
　０．３重量％未満の必須脂肪酸を含む脂肪酸を含む、栄養サプリメント。
（項目１６）
　０．１重量％未満の濃度のアラキドン酸を含む、項目１５に記載の栄養サプリメント。
（項目１７）
　前記栄養サプリメントの少なくとも７０重量％が脂質である、項目１５に記載の栄養サ
プリメント。
（項目１８）
　前記脂質が、動物源および／または植物源に由来する、項目１５に記載の栄養サプリメ
ント。
（項目１９）
　前記脂質が、ココナツに由来する、項目１８に記載の栄養サプリメント。
（項目２０）
　前記脂質が、陸生動物源または酪農源に由来する、項目１８に記載の栄養サプリメント
。
（項目２１）
　タンパク質源をさらに含む、項目１５に記載の栄養サプリメント。
（項目２２）
　炭水化物源をさらに含む、項目１５に記載の栄養サプリメント。
（項目２３）
　丸剤またはカプセル剤の形態である、項目１５に記載の栄養サプリメント。
（項目２４）
　がんを処置する方法であって、過剰の飽和脂肪酸を含む治療食を、がんの処置を必要と
している患者に投与することを含む方法。
（項目２５）
　前記過剰が、多価不飽和脂肪酸に対して１を超える飽和脂肪酸の比からなるか、または
その比を含む、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　多価不飽和脂肪酸に対する飽和脂肪酸の前記比が、２、３、４、５、８、１０、１５、
２０、２５、３０、３５、４０、４５、または５０を超える、項目２４に記載の方法。
（項目２７）
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　前記がんが、Ｒａｓ関連がんである、項目２４に記載の方法。
（項目２８）
　前記Ｒａｓ駆動がんが、膵臓がん、非小細胞肺がん、結腸直腸がん、膀胱がん、腎臓が
ん、甲状腺がん、黒色腫、肝細胞癌、および血液系悪性腫瘍からなる群から選択される、
項目２７に記載の方法。
（項目２９）
　前記治療食が、少なくとも２週間にわたって投与される、項目２４に記載の方法。
（項目３０）
　前記治療食が、３週間、４週間、５週間、６週間、７週間、８週間、９週間、１０週間
、１１週間、１２週間、１３週間、１４週間、１５週間、１６週間、１７週間、１８週間
、１９週間、２０週間、２１週間、２２週間、２３週間、２４週間、２５週間、２６週間
の期間にわたって、または治療エンドポイントが観察されるまで投与される、項目２９に
記載の方法。
（項目３１）
　前記飽和脂肪酸が、動物源および／または植物源に由来する、項目２４に記載の方法。
（項目３２）
　前記飽和脂肪酸が、ココナツに由来する、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　前記飽和脂肪酸が、陸生動物源または酪農源に由来する、項目３１に記載の方法。
（項目３４）
　化学療法剤を投与することをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目３５）
　がんを処置する方法であって、がん細胞成長の１種または複数の薬理学的阻害剤を、が
んの処置を必要としている患者に投与することと、該患者に、多価不飽和脂肪酸に対して
１を超える比の飽和脂肪酸を含む治療食を消費するように指示することとを含む、方法。
（項目３６）
　化学療法を投与することをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目３７）
　がんを処置する方法であって、がん細胞成長の１種または複数の薬理学的阻害剤を、が
んの処置を必要としている患者に投与することと、該患者に、項目１５に記載の栄養サプ
リメントを含む治療食を消費するように指示することとを含む、方法。
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